
『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体

│
│
延
慶
本
と
覚
一
本
の
比
較
│
│

藤

井

俊

博

一

翻
読
語
と
文
体
の
問
題

翻
読
語
は
、
多
く
二
字
漢
語
を
和
語
に
よ
っ
て
直
訳
的
に
生
み
出
さ
れ
た
複
合
語
（
ま
た
複
合
的
な
句
を
含
む
）
で
あ
り
、
漢
文
訓
読

の
場
で
は
な
く
、
自
作
の
文
章
で
用
い
る
独
自
の
複
合
表
現
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
翻
読
語
は
、
語
形
成
の
源
を
漢
語
に
持

つ
と
い
う
性
格
上
、
類
型
的
文
体
と
し
て
の
漢
文
訓
読
調
の
文
体
指
標
の
一
つ
と
な
る
が
、
一
方
で
、
作
品
内
容
に
よ
っ
て
独
自
に
生
み

出
さ
れ
る
た
め
作
者
の
表
現
意
図
を
探
る
個
性
的
文
体
の
研
究
の
観
点
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、『
万
葉
集
』『
宣
命
』『
源
氏
物
語
』『
今
昔
物
語
集
』
を
取
り
上
げ
、
翻
読
語
の
文
体
的
な
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て

き
た
⑴
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
承
け
、
和
漢
混
淆
文
の
典
型
と
目
さ
れ
る
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
同
義
的
結
合
の
複
合
動
詞

を
悉
皆
的
に
抽
出
し
、
平
安
和
文
に
も
見
ら
れ
る
語
、
中
世
の
和
漢
混
淆
文
に
多
い
語
、『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
な
語
に
分
類
し
、『
平

家
物
語
』
の
翻
読
語
の
性
格
や
表
現
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
平
家
物
語
』
の
本
文
は
、
古
態
を
留
め
る
と
さ
れ
る
読
み
本
系
の
延
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慶
本
と
、
語
り
本
の
代
表
的
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
文
学
的
表
現
と
し
て
完
成
形
態
と
も
言
え
る
覚
一
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
高
野
辰
之

氏
旧
蔵
本
（
覚
一
別
本
、
以
下
、
高
野
本
）
を
用
い
、
両
テ
キ
ス
ト
の
文
体
の
特
徴
や
、
表
現
志
向
の
相
違
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

二
『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
の
概
要

漢
文
に
は
、
同
義
的
な
二
字
を
並
列
し
た
「
連
文
」
の
漢
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
連
文
」
の
直
訳
に
当
た
る
複
合
動
詞
は
「
翻
読
語
」

と
し
て
漢
文
の
影
響
を
受
け
た
和
文
や
和
漢
混
淆
文
に
広
く
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
扱
う
連
文
の
翻
読
語
は
「
同
義
的
な
二
字
漢
語
を
和

語
の
動
詞
二
語
で
直
訳
し
て
生
み
出
さ
れ
た
語
」
で
あ
る
が
、「
制
し
止
む
（
制
止
）」
の
よ
う
に
漢
語
サ
変
動
詞
を
含
む
例
も
含
め
る
。

ま
ず
、
高
野
本
『
平
家
物
語
』
か
ら
連
文
の
翻
読
語
と
目
さ
れ
る
複
合
動
詞
を
悉
皆
的
に
抽
出
す
る
。
資
料
に
は
『
日
本
古
典
対
照
分

類
語
彙
表
』（『
平
家
物
語
〈
高
野
本
〉
語
彙
用
例
総
索
引
』
に
よ
る
）
を
使
用
す
る
。
連
文
か
ら
の
翻
読
語
と
考
え
る
基
準
と
し
て
、
同

義
的
な
二
語
の
複
合
動
詞
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
等
の
訓
を
根
拠
に
漢
字
表
記
を
想
定
し
、
そ
れ
が
『
大
漢
和
辞
典
』

の
熟
語
項
目
に
表
記
や
意
味
が
対
応
し
て
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。
次
に
該
当
例
の
高
野
本
で
の
例
数
と
『
大
漢
和
辞
典
』
の
熟
語
項
目

に
あ
る
漢
語
を
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
（
複
合
動
詞
が
漢
語
の
転
倒
形
に
当
た
る
場
合
は
括
弧
内
に
示
し
た
）。
例
は
頻
度
順
に
示
し
、

同
頻
度
の
語
は
五
十
音
順
で
掲
示
す
る
。
ま
た
、
同
語
彙
表
で
高
野
本
『
平
家
物
語
』
以
外
の
作
品
に
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
作
品
名
を

注
記
し
、
さ
ら
に
丸
括
弧
内
に
『
平
安
時
代
複
合
動
詞
索
引
』
に
見
え
る
作
品
名
を
略
称
で
補
っ
た
。
さ
ら
に
、
和
文
や
和
漢
混
淆
文
に

見
ら
れ
る
か
、『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
次
の
記
号
を
付
し
た
。
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■

平
安
和
文
に
も
広
く
見
ら
れ
る
語
。

★

和
漢
混
淆
文
に
多
く
見
ら
れ
る
語
。

★
Ｈ
『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
語
（
一
部
、
他
作
品
に
あ
る
も
の
も
含
む
）。

な
お
、「
来
至
」
に
よ
る
翻
読
語
と
思
わ
れ
る
「
き
た
る
」
は
、
す
で
に
「
来
」
の
訓
読
語
と
し
て
一
語
化
し
て
い
る
と
考
え
て
除
い

た
。
ま
た
、
同
義
的
結
合
で
あ
る
が
、「
の
ぼ
り
あ
が
る
」「
せ
き
ふ
た
ぐ
」
の
よ
う
な
適
当
な
訓
字
が
見
つ
か
ら
な
い
語
や
、「
た
え
い

る
（
絶
入
）」「
た
え
は
つ
（
絶
果
）」
の
よ
う
な
元
に
な
る
漢
語
が
想
定
し
に
く
い
語
も
除
い
た
。

《
平
家
物
語
に
見
ら
れ
る
同
義
的
結
合
の
複
合
動
詞
》

い
で
く
７３

出
来

■
万
葉

竹
取

伊
勢

土
佐

蜻
蛉

枕

源
氏

紫

更
級

大
鏡

方
丈

宇
治

徒
然
（
平

中

落
窪

宇
津
保

和
泉

寝
覚

浜
松

狭
衣

栄
花

堤

讃
岐

法
華
百
座

今
昔

打
聞

今
鏡

と
り
か
へ

宝
物

古
本
）

を
め
き
さ
け
ぶ
３０

喚
叫
（
叫
喚
）
★
Ｈ
（
讃
岐
）

お
し
は
か
る
１９

推
量

■
蜻
蛉

枕

源
氏

紫

更
級

大
鏡

宇
治

徒
然
（
三
宝

落
窪

多
武
峰

和
泉

寝
覚

浜
松

狭
衣

栄
花

堤

讃
岐

源
氏
絵
詞

今
昔

今
鏡

と
り
か
へ

宝
物

古
本
）

せ
め
た
た
か
ふ
１９

攻
戦

★
Ｈ
（
今
昔
）

な
き
か
な
し
む
１３

泣
悲
（
悲
泣
）
★
宇
治

徒
然
（
三
宝

宇
津
保

多
武
峰

浜
松

今
昔

と
り
か
へ

宝
物

古
本
）

の
こ
り
と
ど
ま
る
１２

残
留

■
源
氏
（
今
昔

梁
塵
口
伝
）
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か
ら
め
と
る
１１

捉
取

★
宇
治
（
今
昔
）

な
げ
き
か
な
し
む
９

歎
悲
（
悲
歎
）
★
（
浜
松

今
昔

と
り
か
へ

宝
物
）

あ
ひ
し
ら
ふ
６

応
答

■
源
氏

徒
然

お
そ
れ
を
の
の
く
６

恐
慄

★
方
丈

に
げ
さ
る
５

逃
去

■
源
氏

宇
治
（
今
昔

打
聞
）

あ
そ
び
た
は
ぶ
る
４

遊
戯

■
源
氏
（
三
宝

法
華

今
昔

と
り
か
へ
）

お
ぢ
お
そ
る
４

怖
恐

★
宇
治
（
大
和

今
昔
）

う
ば
ひ
と
る
４

奪
取

■
源
氏
（
三
宝

宇
津
保
）

お
り
く
だ
る
４

降
下

★
宇
治
（
三
宝

と
り
か
へ

源
通
親
日
記
）

き
え
う
す
３

消
失

■
万
葉

竹
取

蜻
蛉

源
氏
（
三
宝

落
窪

宇
津
保

浜
松

狭
衣

法
華

今
昔

と
り
か
へ

宝
物

源
通
親
日
記
）

と
り
う
３

取
得

■
竹
取
（
三
宝

寝
覚

栄
花

法
華

今
昔

と
り
か
へ
）

て
り
か
が
や
く
３

照
耀
・
照
曜

■
竹
取
（
三
宝

宇
津
保

浜
松

栄
花

今
昔
）

ひ
き
の
く
３

引
退

★
宇
治
（
栄
花

讃
岐

今
昔

打
聞
）

ほ
ろ
び
う
す
３

滅
亡
・
亡
失

★
Ｈ

ま
ひ
を
ど
る
３

舞
躍

★
Ｈ

あ
が
め
う
や
ま
ふ
２

崇
敬

★
Ｈ
（
今
昔
）
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あ
き
た
る
２

飽
足

■
万
葉

あ
ひ
あ
た
る
２

相
当

★
Ｈ
（
今
昔
）

う
ち
た
ひ
ら
ぐ
２

討
平

★
Ｈ
（
三
宝
）

お
い
お
と
ろ
ふ
２

老
衰

■
竹
取

源
氏

更
級
（
三
宝

落
窪

宝
物
）

お
ど
ろ
き
さ
わ
ぐ
２

驚
騒

■
蜻
蛉

源
氏

大
鏡
（
宇
津
保

寝
覚

浜
松

今
昔
）

さ
き
わ
か
つ
２

割
分

★
Ｈ

と
り
お
こ
な
ふ
２

執
行

■
源
氏

徒
然
（
三
宝

栄
花

今
昔

今
鏡
）

に
げ
か
く
る
２

逃
隠

■
蜻
蛉

源
氏
（
三
宝

落
窪

宇
津
保

寝
覚

浜
松

今
昔
）

ば
ひ
と
る
２

奪
取

■
蜻
蛉

宇
治
（
宇
津
保

堤

今
昔

と
り
か
へ
）

あ
き
み
つ
１

飽
満

★
土
佐

宇
治
（
宇
津
保

今
昔

古
本
）

あ
は
れ
み
か
な
し
む
１

憐
悲
・
憐
哀

★
Ｈ
（
今
昔
）

あ
ら
は
れ
い
づ
１

現
出

★
大
鏡

宇
治
（
寝
覚

浜
松

狭
衣
）

い
た
は
り
な
ぐ
さ
む
１

労
慰

★
Ｈ

う
け
た
も
つ
１

受
持

★
大
鏡
（
三
宝

今
昔
）

お
こ
し
た
つ
１

起
立

■
枕

宇
治
（
今
昔

今
鏡

古
本
）

お
つ
ぱ
な
つ
１

追
放

★
Ｈ
（
今
昔
）

か
へ
り
さ
る
１

帰
去

■
源
氏
（
三
宝

今
昔

打
聞
）
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せ
い
し
と
ど
む
１

制
止

★
宇
治

た
づ
ね
と
ふ
１

尋
問

■
源
氏

更
級

宇
治
（
平
中

三
宝

宇
津
保

寝
覚

浜
松

栄
花

今
昔
）

た
づ
ね
も
と
む
１

尋
求

★
宇
治
（
三
宝

落
窪

宇
津
保

浜
松

今
昔

と
り
か
へ
）

た
へ
し
の
ぶ
１

堪
忍

★
徒
然
（
法
華

宝
物
）

つ
か
れ
よ
わ
る
１

疲
弱

★
Ｈ

と
ぢ
ふ
さ
ぐ
１

閉
塞

★
Ｈ

と
ら
へ
か
ら
む
１

捕
捉

★
宇
治
（
今
昔
）

な
り
と
よ
む
１

鳴
動

★
方
丈

に
げ
ま
ぬ
か
る
１

逃
免
（
逃
遁
）
★
Ｈ
（〈
に
が
の
が
る
〉
今
昔

打
聞
）

は
き
の
ご
ふ
１

掃
拭

★
徒
然
（
今
鏡
）

は
な
ち
や
る
１

放
遣

■
源
氏
（
宇
津
保

今
昔
）

ほ
ろ
ぼ
し
う
し
な
ふ
１

滅
亡
・
亡
失

★
Ｈ

む
す
び
あ
つ
む
１

結
集

★
Ｈ

語
に
よ
っ
て
、
用
い
ら
れ
る
作
品
の
範
囲
や
用
例
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
次
節
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
を
、「
平
安
和

文
に
も
広
く
見
ら
れ
る
語
」「
和
漢
混
淆
文
に
多
く
見
ら
れ
る
語
」「『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
語
」
に
分
け
、
個
性
的
文
体

の
面
か
ら
考
察
し
て
い
く
。
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三

平
安
和
文
に
も
広
く
見
ら
れ
る
語
│
「
お
し
は
か
る
」
│

『
平
家
物
語
』
に
は
、
平
安
和
文
に
も
広
く
例
が
見
ら
れ
る
語
が
あ
る
（
■
）。

い
で
く
（
出
来
）、
お
し
は
か
る
（
推
量
）、
の
こ
り
と
ど
ま
る
（
残
留
）、
あ
ひ
し
ら
ふ
（
応
答
）、
に
げ
さ
る
（
逃
去
）、
あ
そ
び

た
は
ぶ
る
（
遊
戯
）、
う
ば
ひ
と
る
・
ば
ひ
と
る
（
奪
取
）、
に
げ
さ
る
（
逃
去
）、
き
え
う
す
（
消
失
）、
と
り
う
（
取
得
）、
て
り

か
か
や
く
（
照
輝
）、
あ
き
た
る
（
飽
足
）、
お
い
お
と
ろ
ふ
（
老
衰
）、
お
ど
ろ
き
さ
わ
ぐ
（
驚
騒
）、
と
り
お
こ
な
ふ
（
執
行
）、

に
げ
か
く
る
（
逃
隠
）、
あ
き
み
つ
（
飽
満
）、
お
こ
し
た
つ
（
起
立
）・
か
へ
り
さ
る
（
帰
去
）、
た
づ
ね
と
ふ
（
尋
問
）、
は
な
ち

や
る
（
放
遣
）

最
も
例
の
多
い
「
い
で
く
」
は
次
節
で
「
い
で
き
た
る
」
と
と
も
に
論
じ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
次
い
で
多
い
「
お
し
は
か
る
」
に

つ
い
て
、
そ
の
成
立
過
程
と
類
型
化
し
た
用
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

「
お
し
は
か
る
」
は
平
安
和
文
に
も
よ
く
浸
透
し
て
お
り
、『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
彙
表
』
に
よ
る
と
『
蜻
蛉
日
記
』
７
例
、『
枕
草

子
』
１０
例
、『
源
氏
物
語
』
９４
例
、『
紫
式
部
日
記
』
１
例
、『
大
鏡
』
５
例
が
あ
り
、
そ
の
他
多
く
の
和
文
作
品
に
例
が
見
ら
れ
る
⑵
。

①

い
ら
へ
も
せ
で
、
ろ
ん
な
う
、
さ
や
う
に
ぞ
あ
ら
む
と
、
お
し
は
か
ら
る
れ
ど
、
人
の
聞
か
む
も
う
た
て
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ

ば
、
…
…

（『
蜻
蛉
日
記
』
康
保
三
年
四
月
）

②

か
く
ま
で
た
ど
り
歩
き
た
ま
ふ
、
を
か
し
う
、
さ
も
あ
り
ぬ
べ
き
あ
り
さ
ま
に
こ
そ
は
と
推
し
は
か
る
に
も
、
わ
が
い
と
よ
く
思

ひ
よ
り
ぬ
べ
か
り
し
こ
と
を
譲
り
き
こ
え
て
、
…
…

（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
）
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③

多
か
る
中
に
も
、
い
か
に
御
心
ゆ
き
、
め
で
た
く
お
ぼ
え
て
あ
そ
ば
し
け
む
と
推
し
は
か
ら
る
る
を
、
御
女
の
染
殿
后
の
御
前

に
、
桜
の
花
の
瓶
に
さ
さ
れ
た
る
を
、
…
…

（『
大
鏡
』
天
・
太
政
大
臣
良
房
・
忠
仁
公
）

ま
た
漢
文
系
統
の
資
料
で
は
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
推
」
の
訓
に
「
オ
シ
ハ
カ
ル
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
漢
文
訓
読
語

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
⑶
。

翻
読
語
「
お
し
は
か
る
」
の
元
と
な
る
漢
語
の
候
補
と
し
て
、「
推
量
」「
推
測
」「
推
度
」「
推
断
」
な
ど
複
数
の
語
が
指
摘
で
き

る
⑷
。
さ
ら
に
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
で
「
ハ
カ
ル
」
訓
の
あ
る
字
「
忖
」「
度
」
に
よ
る
「
忖
度
」
や
、
観
智
院
本
『
類
聚
名

義
抄
』
に
「
ア
キ
ラ
ム
」「
サ
ト
ル
」
の
訓
の
あ
る
「
察
」
を
含
む
「
推
察
」
も
意
味
か
ら
見
て
関
連
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
中
で
「
推
測
」「
推
度
」
は
、『
六
国
史
』『
国
史
大
系
』
に
含
ま
れ
る
日
本
漢
文
や
和
漢
混
淆
文
の
資
料
に
例
が
見
出
せ
な

い
が
、「
推
量
」「
推
断
」「
推
察
」「
忖
度
」
は
例
が
見
ら
れ
る
（「
推
量
」
は
後
述
）。「
推
断
」
の
例
が
最
も
古
く
、『
続
日
本
紀
』（
七

九
七
）
に
２
例
あ
り
、
そ
の
他
『
令
義
解
』（
八
三
三
）
４
例
、『
三
代
実
録
』（
九
〇
一
）
３
例
、『
類
聚
三
代
格
』（
一
一
Ｃ
）
２
例
が

見
ら
れ
る
。「
忖
度
」
は
『
日
本
後
紀
』（
八
四
〇
）
１
例
が
古
く
、
そ
の
他
『
菅
家
後
集
』（
九
〇
三
頃
）
１
例
、『
日
本
紀
略
』（
一
一

Ｃ
）
１
例
が
あ
る
。「
推
察
」
は
古
例
が
な
く
『
三
代
実
録
』
１
例
、『
扶
桑
略
記
』（
一
〇
九
四
）
１
例
、『
古
今
著
聞
集
』（
一
二
五
四
）

２
例
、『
吾
妻
鏡
』（
一
三
〇
〇
頃
）
１１
例
等
が
見
ら
れ
る
。
延
慶
本
と
高
野
本
に
も
「
推
察
す
」
の
例
は
各
１
例
見
ら
れ
る
。

右
の
語
群
の
中
で
、「
推
量
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
項
目
が
あ
る
が
例
示
が
な
く
、『
全
唐
詩
』『
全
唐
文
』『
二
十
五
史
』
な
ど
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
例
が
な
い
。『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
で
も
６
例
の
み
で
そ
の
う
ち
唐
代
の
例
は
樊
綽
『
蛮
書
』
の
み
で
あ
る
⑸
。
大
蔵

経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
５８
件
例
が
検
索
さ
れ
る
が
『
維
摩
經
略
疏
序
』
の
１
例
を
除
い
て
全
て
国
書
の
注
疏
の
類
で
の
例
が
多
く
を
占
め

る
。
こ
の
よ
う
に
唐
代
以
前
の
例
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、『
四
部
備
要
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
賈
公
彦
（
唐
代
初
期
）
の
『
周
礼
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注
疏
』『
儀
礼
疏
』
の
例
が
見
え
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

④

冬
日
夏
夜
長
短
不
レ

同
、
是
以
推
│二

量
此
次
日
辰
之
早
晏
一

也
。

（『
儀
礼
疏
』
巻
四
七
）

⑤

総
二

結
上
文
三
者
一

故
以
二

此
義
一

推
│二

量
之
一

也
。

（『
周
礼
注
疏
』
巻
四
一
）

用
例
数
は
『
周
礼
注
疏
』
３
例
、『
儀
礼
疏
』
１
例
で
、
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
律
令
制
度
を
支
え
る
重
要
な
経
書
の
一
つ
と
し
て

本
邦
の
官
制
に
影
響
を
与
え
た
『
周
礼
』『
儀
礼
』
の
疏
（
賈
公
彦
）
の
用
語
が
貴
族
層
に
受
容
さ
れ
広
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
得
よ
う
。

一
方
、
用
字
の
面
か
ら
「
推
量
」
の
語
形
を
受
け
入
れ
や
す
い
条
件
も
指
摘
で
き
る
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
「
量
」「
推
」
が
「
量
ハ
カ
ル

知
多
少

推

商
│
量
揣
測
…
…
」
と
「
ハ
カ
ル
」
の
最
上
位
に
掲
出
さ
れ
て
い
て
、「
量
」「
推
」
は
「
は
か
る
」
の
上
位
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
推
量
」
の
語
形
は
常
用
的
な
漢
字
同
士
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
日
本
人
の
漢
詩
・
漢
文
で
定
着
し
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、「
推
測
」「
推
度
」「
推
断
」
な
ど
「
お
し
は
か
る
」
と
読
ま
れ
る
語
の
代
表
形
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
と
い

う
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

延
慶
本
に
至
る
ま
で
の
「
推
量
」（「
推
量
す
」
ま
た
は
「
お
し
は
か
る
」）
の
例
を
辿
っ
て
お
こ
う
。
日
本
漢
文
で
は
、
和
文
の
「
お

し
は
か
る
」
が
見
え
る
『
蜻
蛉
日
記
』『
源
氏
物
語
』
の
成
立
時
期
を
遡
る
漢
文
に
例
が
見
出
せ
る
。
国
史
類
で
は
「
推
量
」
の
古
例
に

平
安
初
期
『
日
本
後
紀
』
の
弘
仁
三
年
〈
八
一
三
〉
の
例
や
、『
続
日
本
後
紀
』
の
嘉
祥
二
年
〈
八
四
九
〉
の
例
な
ど
が
あ
る
。

⑥

依
レ

例
勘
返
、
判
官
主
典
、
或
仮
或
病
、
不
レ

可
二

署
名
一

、
推
│二

量
其
理
一

。

（『
日
本
後
記
』
弘
仁
三
年
十
一
月
）

⑦

輙
解
二

却
之
一

、
推
│二

量
意
志
一

稍
涉
二

不
臣
一

。

（『
続
日
本
後
記
』
弘
仁
三
年
閏
十
二
月
）

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
の
挙
げ
る
『
田
氏
家
集
』（
八
九
二
頃
）
の
漢
詩
の
例
も
あ
り
、
貴
族
層
に
よ
る
文
学
作
品
に
も
定

着
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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⑧

暗
記
徐
来
長
置
レ

榻
、
推
量
鐘
対
欲
レ

鳴
レ

琴
。

（『
田
氏
家
集
』
中
・
独
座
懐
古
）

公
家
日
記
や
古
文
書
な
ど
の
変
体
漢
文
に
も
例
が
多
く
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、「
平
安

遺
文
」
の
『
政
事
要
略
』
承
和
六
年
〈
八
三
九
〉
の
例
を
最
古
に
、「
古
記
録
」
で
は
『
小
右
記
』
天
慶
元
年
〈
八
三
八
〉
の
例
な
ど
総

計
１４６
例
、「
古
文
書
」
で
は
『
東
大
寺
文
書
』
貞
観
元
年
〈
八
五
九
〉
の
例
な
ど
総
計
３８０
例
が
見
え
る
。

⑨

宜
下

早
仰
二

当
国
一

推
│二

量
損
戸
一

預
令
中

交
易
上

。

（『
政
事
要
略
』
承
和
六
年
十
月
）

⑩

原
氏
宗
任
大
将
、
彼
年
有
二

射
礼
《
節
》
一

者
、
以
レ

是
推
量
、
大
将
雖
レ

闕
、
行
歩
射
手
結
也
云
云
。（『

小
右
記
』
天
慶
元
年
五
月
）

⑪

本
少
二

治
田
一

、
有
数
見
レ

熟
、
推
│二

量
此
一

、
是
本
寺
田
姦
為
二

治
田
一

。

（『
東
大
寺
文
書
』
貞
観
元
年
）

古
文
書
の
中
に
は
、
次
の
天
喜
二
年
〈
一
〇
五
四
〉
の
例
な
ど
の
よ
う
に
、
名
詞
に
「
御
」
を
冠
し
た
「
御
推
量
」
２２１
例
が
見
ら
れ
、

中
世
〜
近
世
の
古
文
書
で
定
着
し
て
い
る
。
古
い
例
を
挙
げ
て
お
く
。

⑫

殊
可
レ

在
二

御
推
量
一

也
者
、
牒
送
如
レ

件

（
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）「
王
助
時
田
地
作
手
売
券
」）

こ
れ
を
受
け
、
近
世
に
は
、「
御
推
量
」
を
表
す
女
房
言
葉
「
お
す
文
字
」
も
生
み
出
さ
れ
た
。

⑬

悋
気
し
ら
る
る
身
の
辛
さ
、
御
推
も
し
と
、
ひ
ん
と
す
る
。

（『
浄
瑠
璃
』
丹
生
山
田
青
海
剣
〈
一
七
三
八
〉）

延
慶
本
・
高
野
本
に
は
漢
語
サ
変
動
詞
「
推
量
す
」
は
な
い
が
、
土
井
本
『
太
平
記
』
で
は
漢
語
サ
変
動
詞
「
推
量
ス
」
と
「
お
し
は

か
る
」
が
と
も
に
見
え
る
。
古
辞
書
で
も
『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』『
易
林
本
節
用
集
』『
温
故
知
新
書
』『
運
歩
色
葉
集
』
は
、「
推
量
（
ス

イ
リ
ヨ
ウ
）」
と
「
ヲ
シ
ハ
カ
ル
（
推
量
）」
の
両
語
を
挙
げ
る
。『
日
葡
辞
書
』
で
は
、「Suirio

」
の
項
に
「V

oxifacaru

」
の
訓
釈
を
挙

げ
て
い
る
。
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お
し

延
慶
本
の
漢
字
表
記
で
は
、「
押
量
ル
」
の
表
記
が
１２
例
見
ら
れ
る
。「
押
」
の
漢
字
は
意
味
に
よ
る
の
で
な
く
、
延
慶
本
で
の
「
お

す
」「
お
し
〜
」
の
通
用
字
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
本
来
的
な
表
記
で
あ
る
「
推
量
」
の
例
も
３
例
見
ら
れ
⑹
、
漢
語
で
あ
る
と
い
う
意

識
が
強
か
っ
た
た
め
か
返
読
表
記
を
交
え
た
⑮
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

⑭

指
当
リ
テ
ノ
人
目
ノ
恥
シ
サ
、
心
ノ
ア
ヤ
シ
サ
、
ナ
ゴ
リ
ノ
悲
シ
サ
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
、
推
量
レ
テ
無
慚
也
。（

延
慶
本
第
一
本
│
七
）

⑮

何
計
カ
ハ
悲
カ
リ
ケ
ム
、
被
推
量
テ
、
無
慚
也
。

（
延
慶
本
第
六
本
│
十
一
）

延
慶
本
の
「
推
量
（
お
し
は
か
る
）」
の
表
記
は
、
右
の
国
史
類
・
記
録
類
の
「
推
量
」
表
記
を
承
け
る
と
考
え
ら
れ
る
⑺
。

⑭
⑮
の
例
の
よ
う
に
延
慶
本
で
は
「
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
高
野
本
で
は
「
む
ざ
ん
」
は

「
心
の
う
ち
こ
そ
無
慚
な
れ
」（
２
例
あ
り
）
の
形
が
あ
る
の
み
で
、「
お
し
は
か
ら
れ
て
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
全
て
「
あ
は
れ
な
り
」

が
専
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
お
し
は
か
る
」
の
１９
例
中
１７
例
が
「
心
の
う
ち
…
…
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
の
形
で
用

い
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
人
物
の
心
情
を
推
し
量
る
表
現
が
類
型
化
し
て
い
る
。

⑯

さ
ば
か
ん
の
法
務
の
大
僧
正
程
の
人
を
、
追
立
の
鬱
使
が
さ
き
に
け
た
て
さ
せ
、
け
ふ
を
限
り
に
都
を
出
て
関
の
東
へ
お
も
む
か

れ
け
ん
心
の
う
ち
、
お
し
は
か
ら
れ
て
哀
也
。

（
高
野
本
巻
二

座
主
流
）

⑰

今
は
い
と
け
な
き
お
さ
な
き
人
々
ば
か
り
の
こ
り
ゐ
て
、
又
こ
と
と
ふ
人
も
な
く
し
て
お
は
し
け
む
北
方
の
心
の
う
ち
、
お
し
は

か
ら
れ
て
哀
也
。

（
高
野
本
巻
二

小
教
訓
）

⑱

北
方
大
納
言
佐
殿
は
、
只
な
く
よ
り
外
の
事
な
く
て
、
つ
や
つ
や
御
か
へ
り
事
も
し
給
は
ず
。
誠
に
御
心
の
う
ち
、
さ
こ
そ
は
思

ひ
給
ふ
ら
め
と
、
お
し
は
か
ら
れ
て
哀
也
。

（
高
野
本
巻
十
・
請
文
）
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⑲

さ
す
が
心
づ
よ
う
と
り
出
し
た
て
ま
つ
る
に
も
及
ば
ね
ば
、
わ
か
公
を
か
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
人
の
聞
く
を
も
は
ば
か
ら
ず
、
天

に
あ
ふ
ぎ
地
に
臥
し
て
、
お
め
き
さ
け
み
け
る
、
心
の
う
ち
、
お
し
は
か
ら
れ
て
哀
也
。

（
高
野
本
巻
十
一
・
副
将
被
斬
）

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
文
脈
か
ら
別
離
に
伴
う
寂
寥
感
や
人
物
を
失
っ
て
悲
嘆
す
る
人
物
の
状
況
が
描
か
れ
て
お
り
、
人
物
の
心
中
を

察
し
て
詠
嘆
す
る
語
り
手
の
批
評
語
と
し
て
類
型
化
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

延
慶
本
の
「
お
し
は
か
る
」
も
、
人
物
の
心
中
を
察
す
る
意
味
で
用
い
る
例
が
大
半
を
占
め
る
が
、
高
野
本
の
よ
う
に
完
全
に
類
型
化

は
し
て
い
な
い
。「
お
し
は
か
る
」
は
一
つ
の
動
詞
と
し
て
未
然
形
、
連
用
形
、
終
止
形
、
連
体
形
の
形
式
で
も
用
い
ら
れ
、「
心
ノ
内
ノ

悲
ハ
タ
ダ
ヲ
シ
ハ
カ
ラ
セ
給
ベ
シ
」（
第
二
本
）
な
ど
の
よ
う
な
会
話
文
の
例
も
数
例
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
お
し
は
か
る
」
４０
例
の
中

で
、「
お
し
は
か
ら
れ
て
＋
批
評
語
」
の
型
を
と
る
例
が
約
半
数
の
１９
例
見
ら
れ
、
後
の
高
野
本
の
よ
う
な
類
型
表
現
の
萌
芽
と
な
る
例

も
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
訳
は
「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
８
例
、「
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
」
７
例
が
拮
抗
し
て
用
い
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
他
に
「
お
し
は
か
ら
れ
て
い
と
ほ
し
」
４
例
も
含
ま
れ
、
多
様
性
が
あ
る
。

「
お
し
は
か
ら
れ
て
」
に
続
く
語
の
一
つ
「
無
慚
」
は
、
仏
教
語
と
し
て
は
「
罪
を
犯
し
な
が
ら
み
ず
か
ら
省
み
て
恥
じ
な
い
こ
と
」

（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』「
む
ざ
ん
」
に
よ
る
）
で
あ
る
が
、
中
世
の
和
漢
混
淆
文
で
は
転
じ
て
「
残
酷
な
こ
と
」
の
意
味
や
、

さ
ら
に
「
残
酷
な
状
態
に
あ
っ
て
い
た
ま
し
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
さ
ま
。
深
く
同
情
す
べ
き
さ
ま
。
不
憫
。
気
の
毒
。
む
ぞ
う
。」（『
日

本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
の
説
明
に
よ
る
）
の
よ
う
な
心
情
に
傾
い
た
意
味
も
生
じ
て
い
る
。
⑭
⑮
の
「
お
し
は
か
ら
れ
て
む
ざ
ん

な
り
」
の
意
味
も
、「（
悲
し
い
気
持
ち
が
）
推
し
量
ら
れ
、
ふ
び
ん
で
あ
る
」
意
味
と
解
さ
れ
、「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
と

同
義
的
と
言
え
る
。
延
慶
本
の
「
お
し
は
か
ら
る
」
に
は
「
さ
こ
そ
〜
け
め
」
と
と
も
に
用
い
「
互
ノ
心
ノ
内
、
サ
コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
ト
押

ハ
カ
ラ
ル
。」（
第
一
末
）「
今
ハ
限
ノ
東
地
ヘ
趣
キ
給
心
ノ
内
、
サ
コ
ソ
ハ
覚
シ
ケ
メ
ト
押
量
ラ
ル
。」（
第
六
末
）
の
よ
う
に
心
中
を
推
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量
す
る
用
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
あ
は
れ
な
り
」「
無
慚
な
り
」「
い
と
ほ
し
」
等
の
語
り
手
の
批
評
語
と
合
わ
さ
り
、
次
第
に
類
型
化

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
批
評
語
が
「
お
し
は
か
ら
れ
て
」
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
表
現
は
同
趣
の
表
現
を
作
り
出
す
が
、
一
方
で
表
現
傾
向
に
は
大
き
な
差

も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
⑭
〜
⑲
の
例
に
見
え
る
よ
う
な
批
評
対
象
と
な
る
共
起
語
の
相
違
で
あ
る
。
次
に
延
慶
本
か
ら
、
批
評
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
共
起
語
を
批
評
語
ご
と
に
ま
と
め
て
示
す
（
形
容
詞
「
悲
し
」
名
詞
「
悲
し
さ
」
は
区
別
せ
ず
「
悲
し
」
と
す
る
）。

○
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
↓
悲
し
（
４
）
哀
れ
を
催
す
（
１
）
涙
せ
き
あ
へ
ず
（
１
）
心
の
中
（
１
）

○
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
↓
心
の
中
・
心
の
内
（
４
）・
心
中
（
２
）
な
ご
り
（
１
）
そ
の
他
（
１
）

○
い
と
ほ
し
↓
心
の
中
悲
し
（
２
）
心
の
内
（
１
）
そ
の
他
（
１
）

「
無
慚
な
り
」
で
は
「
悲
し
」
と
そ
の
関
連
表
現
「
哀
れ
を
催
す
」「
涙
せ
き
あ
え
ず
」
が
大
半
を
占
め
て
お
り
「
心
の
中
」
の
例
は
１

例
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
あ
は
れ
な
り
」
で
は
、「
心
の
中
・
心
の
内
」「
心
中
」
が
多
く
、
そ
の
他
「
な
ご
り
（
惜
別
の
情
）」

な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
悲
し
」
は
見
え
な
い
。「
い
と
ほ
し
」
は
「
心
の
中
こ
そ
悲
し
け
れ
」
の
よ
う
な
両
方
の
鍵
語
を
含
ん
だ

表
現
と
共
起
す
る
例
が
２
例
見
え
、
中
間
的
な
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
無
慚
な
り
」
は
「
悲
し
」
と
、「
あ
は
れ
な
り
」

は
「
心
の
中
」
と
結
び
つ
く
傾
向
が
強
く
、「
い
と
ほ
し
」
は
両
方
の
性
質
を
兼
ね
た
面
が
あ
る
。
表
現
と
し
て
は
、「
無
慚
な
り
」
で
は

「
悲
し
」
と
直
叙
的
に
心
情
を
述
べ
て
そ
れ
を
批
評
す
る
の
に
対
し
、「
あ
は
れ
な
り
」
で
は
実
質
的
に
は
「
悲
し
」
の
心
情
を
意
味
し
な

が
ら
そ
れ
を
「
心
の
中
」
と
表
現
す
る
の
に
と
ど
め
て
批
評
す
る
表
現
と
言
え
よ
う
。
文
体
か
ら
言
う
と
前
者
は
心
情
を
明
示
し
そ
れ
を

漢
語
で
批
評
す
る
漢
文
訓
読
調
の
直
截
的
表
現
と
言
え
、
後
者
は
心
情
を
明
示
せ
ず
「
心
の
中
」
と
暗
示
し
、
和
文
体
の
鍵
語
で
も
あ
る

「
あ
は
れ
な
り
」
で
批
評
す
る
点
か
ら
和
文
調
の
朧
化
的
表
現
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
延
慶
本
で
は
こ
れ
ら
を
混
用
し
て
い
る
の
で
あ

― ６９ ―

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体



る
が
、
高
野
本
で
は
漢
語
表
現
を
避
け
た
「
心
の
中
、
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
の
み
を
用
い
て
そ
の
心
情
を
直
叙
し
な
い
表
現

を
選
択
し
て
い
る
。
こ
れ
は
高
野
本
が
、
よ
り
和
文
的
な
文
学
的
表
現
を
志
向
し
た
結
果
で
あ
る
。

延
慶
本
の
「（
悲
し
さ
）
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
」
は
、「
悲
し
さ
が
推
し
量
ら
れ
無
慚
で
あ
る
」
と
生
硬
な
漢
文
訓
読
調
で
直
接

的
に
心
情
を
提
示
し
推
測
す
る
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
表
現
で
は
、
心
情
を
解
説
す
る
語
り
手
の
付
加
的
な
言
説
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
な
る
。
こ
の
点
は
、「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
の
表
現
を
と
っ
た
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
。
次
の
⑳
は
悲
痛
な
心
情

を
描
こ
う
と
す
る
意
図
は
窺
え
る
が
、
語
り
手
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
感
想
の
域
を
出
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

⑳
（
平
家
の
人
々
の
頸
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
）
主
上
、
女
院
、
内
大
臣
、
平
大
納
言
以
下
人
々
、
北
方
、
御
船
ニ
召
テ
目

ノ
当
リ
御
覧
ゼ
ラ
レ
ケ
リ
。
何
バ
カ
リ
ノ
事
ヲ
カ
思
食
ケ
ム
、
御
心
中
ヲ
シ
ハ
カ
ラ
レ
テ
哀
也
。

（
延
慶
本
第
五
本
│
二
十
九
）

高
野
本
で
は
、
批
評
語
が
「
あ
は
れ
な
り
」
に
統
一
さ
れ
、
和
文
的
な
文
脈
に
溶
け
込
ま
せ
た
格
調
あ
る
表
現
に
高
め
ら
れ
て
い
る
。

㉑

さ
る
程
に
荻
の
う
は
風
も
や
う
や
う
身
に
し
み
、
萩
の
下
露
も
い
よ
い
よ
し
げ
く
、
う
ら
む
る
虫
の
声
々
に
、
い
な
ば
う
ち
そ
よ

ぎ
、
木
の
葉
か
つ
ち
る
け
し
き
、
物
思
は
ざ
ら
む
だ
に
も
、
ふ
け
ゆ
く
秋
の
旅
の
空
は
か
な
し
か
る
べ
し
。
ま
し
て
平
家
の
人
々
の

心
の
中
、
さ
こ
そ
は
お
は
し
け
め
と
、
お
し
は
か
ら
れ
て
哀
也
。

（
高
野
本
巻
十
・
藤
戸
）

㉑
の
例
で
は
「
心
の
中
」
を
含
み
、
そ
の
具
体
的
な
心
情
は
前
文
に
あ
る
「
悲
し
」
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
物
の
心
情
な
の
で
は
な
く

空
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
た
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
人
物
の
心
情
を
直
接
「
悲
し
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
巧
み
に
避
け
て
い
る
。「
ふ
け

ゆ
く
秋
の
旅
の
空
は
か
な
し
か
る
べ
し
。
ま
し
て
平
家
の
人
々
の
心
の
中
、
さ
こ
そ
は
お
は
し
け
め
と
、
お
し
は
か
ら
れ
て
哀
也
。」
と
、

悲
劇
的
な
運
命
を
辿
る
平
家
の
人
々
の
悲
痛
な
心
情
を
「
ふ
け
ゆ
く
秋
の
旅
の
空
」
と
重
ね
つ
つ
、「
な
ん
と
哀
れ
な
こ
と
だ
ろ
う
か
」

と
詠
歎
的
に
表
現
し
て
い
る
。「（
旅
の
空
）
か
な
し
か
る
べ
し
」
を
指
示
語
「
さ
」
で
受
け
和
文
調
の
「
あ
は
れ
な
り
」
で
末
尾
を
ま
と
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め
る
表
現
の
構
成
は
技
巧
的
で
あ
り
、
延
慶
本
と
比
べ
て
洗
練
度
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四

和
漢
混
淆
文
に
多
く
見
ら
れ
る
語
│
「
い
で
く
」「
い
で
き
た
る
」
│

『
平
家
物
語
』
以
外
に
も
、
和
漢
混
淆
文
的
な
文
献
に
広
く
用
い
ら
れ
る
語
が
あ
る
（
★
）。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
中
世
の
和
文
で
あ

り
訓
読
調
の
語
を
比
較
的
多
く
含
み
、『
平
家
物
語
』
と
共
通
す
る
用
語
も
あ
る
た
め
、
同
作
品
に
見
ら
れ
る
語
も
こ
こ
に
含
め
た
。

な
き
か
な
し
む
（
悲
泣
）、
か
ら
め
と
る
（
捉
取
）、
な
げ
き
か
な
し
む
（
悲
歎
）、
お
そ
れ
を
の
の
く
（
恐
慄
）、
お
ぢ
お
そ
る
（
怖

恐
）、
お
り
く
だ
る
（
降
下
）、
ひ
き
の
く
（
引
退
）、
あ
き
み
つ
（
飽
満
）、
あ
ら
は
れ
い
づ
（
現
出
）、
せ
い
し
と
ど
む
（
制
止
）、

た
づ
ね
も
と
む
（
尋
求
）、
た
へ
し
の
ぶ
（
堪
忍
）、
と
ら
へ
か
ら
む
（
捕
捉
）、
な
り
と
よ
む
（
鳴
動
）、
に
げ
ま
ぬ
か
る
（
逃

遁
）、
は
き
の
ご
ふ
（
掃
拭
）

右
の
中
で
、
上
位
を
占
め
る
「
な
き
か
な
し
む
」「
な
げ
き
か
な
し
む
」「
お
ぢ
お
そ
る
」
は
和
漢
混
淆
文
や
訓
読
調
を
含
む
一
部
の
和

文
に
も
浸
透
し
た
物
語
用
語
で
あ
る
（
拙
稿
二
〇
二
〇
ａ
）。
も
っ
と
も
例
の
多
い
「
な
き
か
な
し
む
」
は
次
節
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、

本
節
で
は
延
慶
本
に
例
の
多
い
「
い
で
き
た
る
」
に
つ
い
て
、
前
節
で
和
文
に
多
い
語
と
し
て
挙
げ
た
「
い
で
く
」
と
対
比
し
て
述
べ
て

お
く
。

拙
稿
（
二
〇
二
二
）
で
は
、「
い
で
く
」
は
和
文
に
多
く
、
事
物
の
「
出
現
・
発
生
」（
突
然
現
れ
る
）
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、「
い

で
き
た
る
」
は
『
今
昔
物
語
集
』
や
延
慶
本
に
多
く
、
人
物
や
物
の
「
到
来
」（
時
間
を
か
け
や
っ
て
来
る
）
を
意
味
す
る
例
が
多
い
こ

と
を
述
べ
た
。
公
家
日
記
な
ど
の
変
体
漢
文
で
は
、
人
や
物
を
主
語
と
し
そ
れ
が
到
来
す
る
（
人
が
や
っ
て
来
る
、
物
が
送
ら
れ
て
く
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る
）
意
味
で
、
次
の
よ
う
な
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

㉒

於
二

朱
雀
門
前
一

礼
二

橋
下
一

、
僧
廿
人
出
来
。

（『
小
右
記
』
永
延
一
年
二
月
一
一
日
）

㉓

召
│二

入
女
房
使
一

云
、
参
二

中
宮
御
方
一

云
。
袴
三
十
七
出
来
。

（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
二
月
五
日
）

㉔

九
日
、
癸
卯
、
従
レ

寺
帰
、
山
城
介
真
助
朝
臣
出
来
、
奉
│二

仕
雑
事
一

。

（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
六
月
九
日
）

㉕

其
後
参
二

土
御
門
殿
一

、
右
中
弁
親
俊
朝
臣
出
来
、
聊
御
違
例
之
由
昨
日
中
納
言
殿
令
レ

承
給
。（『
民
経
記
』
寛
喜
一
年
六
月
八
日
）

訓
点
を
通
常
付
さ
な
い
変
体
漢
文
で
は
「
い
で
き
た
る
」
と
読
ん
だ
根
拠
と
な
る
付
訓
例
が
少
な
い
が
、
次
の
例
が
見
出
さ
れ
る
。
生

草
が
や
っ
て
来
な
い
意
味
で
あ
り
、「（
物
が
）
到
来
す
る
」
意
味
で
あ
る
。

㉖

生
草
未
タ
出
（
テ
）
来
ラ
（
未
ス
）。

（『
高
山
寺
本
古
往
来
』（
２５
））

「
い
で
く
」
と
「
い
で
き
た
る
」
の
相
違
は
、「
く
」（
和
文
体
）
と
「
き
た
る
」（
訓
読
体
）
の
文
体
の
相
違
で
は
な
い
。
参
考
に
な
る

の
は
、『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三
）
の
記
述
で
あ
る
。
同
書
で
は
「
い
で
く
」
の
意
味
を
「
あ
る
事
が
思
い
が
け
な
く
起
こ
る
、
あ
る
い

は
、
も
ち
あ
が
る
」
と
し
、
漢
語
「
出
来
（xutrai
）」
の
訓
注
で
「
い
で
き
た
る
（ide

qitaru

）」
を
挙
げ
、「
い
で
き
た
る
」
の
項
で
は

「
出
る
、
ま
た
は
、
来
る
」
意
と
し
て
お
り
両
語
は
意
味
が
異
な
る
。「
い
で
き
た
る
」
は
『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
例
が
な
く
、『
平
安
時

代
複
合
動
詞
索
引
』
で
は
『
三
宝
絵
』『
今
昔
物
語
集
』『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
な
ど
一
部
の
和
漢
混
淆
文
に
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、

公
家
日
記
や
古
文
書
類
に
は
⑱
〜
㉒
の
よ
う
な
例
が
頻
出
し
て
お
り
、
も
と
は
変
体
漢
文
特
有
語
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
葡
辞
書
』
は

「
い
で
き
た
る
」
を
文
書
語
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
語
が
変
体
漢
文
に
多
い
こ
と
と
関
わ
ろ
う
。
和
文
に
多
い
「
い
で
く
」
と

変
体
漢
文
に
多
い
「
い
で
き
た
る
」
は
意
味
も
文
体
的
性
質
も
異
な
る
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
平
家
諸
本
間
で
両
語
の
使
用
に
大
き

な
差
が
あ
る
点
は
、
文
体
の
観
点
か
ら
大
い
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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「
い
で
く
」「
い
で
き
た
る
」
は
、
い
ず
れ
も
漢
語
「
出
来
」
に
基
づ
く
翻
読
語
で
あ
ろ
う
。「
中
か
ら
出
て
来
る
」「
発
生
・
出
現
」
を

表
す
漢
語
「
出
来
」
に
基
づ
く
翻
読
語
「
い
で
く
」
は
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
が
、
中
古
以
降
の
和
歌
で
は
用
い
ら
れ
ず
、
和
文
体
の

物
語
等
で
継
承
さ
れ
た
（
拙
稿
二
〇
一
八
）。「
い
で
く
」
は
「
い
づ
」
に
重
点
の
あ
る
中
国
漢
文
の
用
法
を
継
承
し
て
い
る
。
一
方
、
変

体
漢
文
で
は
「
出
来
」
か
ら
「
い
で
き
た
る
」
の
翻
読
語
が
生
じ
た
。「
い
で
き
た
る
」
は
「
来
」
を
漢
文
訓
読
語
「
き
た
る
」
で
読
ん

だ
語
形
で
あ
る
が
、「
き
た
る
」
の
語
源
「
来
・
至
る
」
に
意
味
の
重
点
が
あ
り
、
人
や
物
が
や
っ
て
来
る
意
味
（
到
来
）
を
多
く
表
し

た
。
変
体
漢
文
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
和
漢
混
淆
文
で
定
着
し
た
「
い
で
き
た
る
」
は
、「
い
で
く
」
と
同
様
「
中
か
ら
出
て
来
る
」「
発

生
・
出
現
」
の
意
味
を
表
す
例
も
あ
る
が
、「
到
来
」
の
意
味
の
例
が
多
く
用
法
上
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
変
体
漢
文
の
「
出

し
ゆ
つ
ら
い

来
」
は
、「
い
で
き
た
る
」
の
他
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
出
来
ス
」
と
も
読
ま
れ
た
⑻
。

『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
彙
表
』
が
基
づ
い
た
『
平
家
物
語
〈
高
野
本
〉
語
彙
用
例
総
索
引
』
に
よ
る
と
、
高
野
本
で
は
和
文
に
も
多

い
「
い
で
く
」
が
７３
例
あ
る
の
に
対
し
、「
い
で
き
た
る
」
の
例
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
語
の
認
定
の
う
え
で
問
題
と
な
る
例
と
し

て
、「
祇
王
」
段
に
「
ぞ
出
来
る
」
と
表
記
さ
れ
た
箇
所
が
２
例
あ
り
、
金
田
一
春
彦
編
『
平
家
物
語
総
索
引
』
や
、
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
「
中
納
言
コ
ー
パ
ス
」
が
「
い
で
き
た
る
」
と
し
て
処
理
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

㉗

…
…
た
か
ひ
に
心
を
い
ま
し
め
て
、
竹
の
あ
み
戸
を
あ
け
た
れ
ば
、
ま
ゑ
ん
に
て
は
な
か
り
け
り
。
仏
御
前
ぞ
出
来
る
。

（
高
野
本
巻
一
・
祇
王
）

㉘

…
…
か
く
な
つ
て
こ
そ
ま
い
り
た
れ
」
と
て
、
か
つ
き
た
る
き
ぬ
を
う
ち
の
け
た
る
を
み
れ
ば
、
あ
ま
に
な
つ
て
ぞ
出
来
る
。

（
高
野
本
巻
一
・
祇
王
）

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
、
㉓
㉔
は
「
い
で
き
た
る
」
の
例
と
考
え
に
く
く
、「
ぞ
・
い
で
き
・
た
る
」
の
係
り
結
び
構
文
と
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解
す
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
を
次
に
列
記
す
る
。

○
他
の
章
段
に
な
い
変
体
漢
文
特
有
語
「
い
で
き
た
る
」
が
和
文
調
が
特
に
強
い
祇
王
段
に
例
外
的
に
用
い
ら
れ
た
と
す
る
と
文
体
的

齟
齬
が
大
き
く
、
不
自
然
な
用
語
に
な
っ
て
し
ま
う
。

○
㉗
㉘
の
前
の
文
脈
に
「
う
ち
た
た
く
も
の
出
来
た
り
」
と
あ
り
、
こ
の
「
い
で
き
・
た
り
」
を
受
け
、
文
末
表
現
を
係
り
結
び
に
よ

っ
て
強
調
し
つ
つ
反
復
し
た
表
現
と
解
釈
で
き
る
。

○
直
前
に
条
件
句
「
見
れ
ば
」
が
あ
り
物
語
の
常
套
表
現
の
「
見
れ
ば
〜
た
り
」
構
文
と
解
さ
れ
る
。

○
「
ぞ
〜
た
る
」
の
係
り
結
び
が
高
野
本
に
散
見
し
、
文
末
表
現
の
基
調
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（「
ぞ
〜
た
る
。」
文
は
、
９４
例
）。

○
語
り
本
で
古
態
性
を
含
む
と
さ
れ
る
屋
代
本
で
も
、
同
箇
所
は
「
ゾ
出
来
タ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、『
平
家
物
語
〈
高
野
本
〉
語
彙
用
例
総
索
引
』
が
「
出
来
る
」
を
「
一
つ
の
漢
字
が
二
つ
以
上
の
単

語
に
わ
た
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
」
と
し
「
出
来
る
」
を
「
い
で
き
・
た
る
」
の
表
記
と
し
て
処
理
し
た
の
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
表
記
の
類
例
と
し
て
は
、
屋
代
本
に
、

㉙
ヨ
ロ
ボ
ヒ
ク
ル
ヲ
見
ハ
、
…
…
片
手
ニ
ハ
魚
ヲ
サ
ケ
テ
出
来
リ
。」

（
屋
代
本
巻
三
・
有
王
）

の
よ
う
に
「
見
れ
ば
」
を
受
け
文
末
の
「
い
で
き
・
た
り
」
を
「
出
来
リ
」
と
表
記
し
た
例
も
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
種
々
の
点
か
ら
考
え
て
、
高
野
本
に
「
い
で
き
た
る
」
の
例
は
や
は
り
存
在
し
な
い
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
龍
谷
大
学

図
書
館
本
は
祇
王
段
自
体
が
な
い
）。
一
方
、
延
慶
本
で
は
、
索
引
に
よ
る
と
「
い
で
き
た
る
」
は
４４
例
も
あ
り
、「
い
で
く
」
３７
例
を
上

回
る
例
数
が
見
え
る
。
語
り
本
系
統
で
も
古
態
性
を
含
む
と
さ
れ
る
屋
代
本
に
は
語
尾
を
表
記
し
た
「
い
で
き
た
る
」
の
確
例
が
９
例
見

ら
れ
る
⑼
。
す
な
わ
ち
、
語
り
本
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
覚
一
本
系
統
の
高
野
本
や
龍
谷
大
学
図
書
館
本
に
お
い
て
、「
い
で
き
た
る
」

『
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を
徹
底
的
に
回
避
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
、「
い
で
き
た
る
」
の
使
用
に
対
照
的
な
傾
向
が
生
じ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
延
慶
本
で
は
、

編
集
段
階
で
変
体
漢
文
的
な
文
体
要
素
が
多
く
影
響
し
、「
い
で
き
た
る
」
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
高
野
本
で
は
、「
く
」

２２
例
に
対
し
「
き
た
る
」
３０
例
で
、
漢
文
訓
読
語
の
「
き
た
る
」
自
体
を
避
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
事
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、「
い
で
き
た
る
」
の
語
形
を
『
日
葡
辞
書
』
が
文
書
語
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
学
性
に
乏
し
く
、
変
体
漢
文
に
基
盤
を
持
つ
記
録

語
的
な
文
章
語
と
し
て
回
避
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
高
野
本
が
和
文
的
な
表
現
「
い
で
く
」
に
統
一
し

た
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
「
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
」
の
よ
う
に
漢
語
「
無
慚
な
り
」
と
の
組
み
合
わ
せ
よ
り
、
和
文
的
な

「
あ
は
れ
な
り
」
と
取
り
合
わ
せ
た
「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
を
使
用
す
る
傾
向
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
一
つ
に

は
、「
い
で
く
」
に
よ
っ
て
文
体
を
和
文
的
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
人
や
物
の
「
到
来
」
を
表
す
場
面
は
多
い

は
ず
で
あ
り
、「
い
で
き
た
る
」
を
避
け
る
理
由
に
は
、
表
現
効
果
や
表
現
意
図
の
面
も
強
く
関
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
を
文
末
用
法
か
ら
確
認
す
る
と
、
高
野
本
の
「
い
で
く
」
は
「
い
で
き
・
た
り
」
の
よ
う
に
「
た
り
」
を
加
え
る
例
が
２９
例
で

あ
る
の
に
対
し
、
延
慶
本
で
は
同
様
の
例
は
９
例
に
止
ま
る
。
物
語
の
言
語
量
（
延
慶
本
は
覚
一
本
の
約
１
・
７
倍
）
も
加
味
す
る
と
延

慶
本
が
「
い
で
き
・
た
り
」
の
形
式
を
使
用
す
る
割
合
は
か
な
り
少
な
い
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
延
慶
本
で
は
「
い
で
き
た
る
」

の
終
止
形
用
法
が
８
例
が
見
ら
れ
る
が
、
高
野
本
に
は
例
が
な
く
、
延
慶
本
の
み
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
延
慶
本
が
終
止
形
の
「
い
で
き
た
る
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
高
野
本
が
「
い
で
き
＋
て
」「
い
で
き
＋
に
け
り
」「
い
で
き
＋
た

り
」
が
対
応
し
て
い
る
例
を
挙
げ
て
お
く
（
例
㉚
と
例
㉛
、
例
34
と
例
35
は
、
同
文
的
な
箇
所
の
例
で
あ
る
）。

㉚

廿
八
日
亥
時
計
ニ
、
樋
口
富
小
路
ヨ
リ
火
出
来
ル
。

（
延
慶
本
第
一
本
│
四
十
）
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㉛

廿
八
日
、
亥
剋
ば
か
り
、
樋
口
富
小
路
よ
り
、
火
出
来
て
、
…
…

（
高
野
本
巻
一
・
内
裏
炎
上
）

32

其
時
又
不
思
議
ノ
瑞
相
出
来
タ
ル
。

（
延
慶
本
第
一
末
│
三
十
）

33

か
か
る
不
思
議
も
い
で
き
に
け
り
。

（
高
野
本
巻
一
・
鹿
谷
）

34

水
嶋
ガ
津
ニ
小
船
一
艘
出
来
ル
。

（
延
慶
本
第
四
│
十
九
）

35

水
島
が
と
に
小
船
一
艘
出
で
き
た
り
。

（
高
野
本
巻
八
・
水
島
合
戦
）

36

其
後
十
一
年
ト
申
ケ
ル
ニ
、
ト
ガ
ノ
尾
ノ
明
恵
上
人
ノ
許
ニ
文
学
房
出
来
ル
。

（
延
慶
本
第
六
末
│
三
十
六
）

37

さ
る
程
に
文
覚
房
も
つ
と
出
き
た
り
。

（
高
野
本
巻
一
二
・
泊
瀬
六
代
）

延
慶
本
の
「
い
で
き
た
る
」
に
は
㉚
「
火
」
32
「
不
思
議
」
な
ど
の
「
出
現
・
発
生
」
を
表
す
例
も
見
ら
れ
る
が
、
34
「
小
船
」
36

「
文
学
房
」
な
ど
の
よ
う
に
物
や
人
が
「
到
来
す
る
（
や
っ
て
来
る
）」
意
味
の
場
合
に
「
い
で
き
た
る
」
が
用
い
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
延
慶
本
の
例
36
「
文
学
房
出
来
ル
」
の
よ
う
な
表
現
は
、
無
人
称
的
な
客
観
視
点
に
よ
る
叙
述
と
な
り
、「
や
っ
て
来
た
」

こ
と
を
記
録
的
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
高
野
本
の
例
37
は
、
突
然
の
意
の
「
つ
と
」
に
つ
づ
け
て
「
い
で
き
・
た
り
」

で
文
を
終
止
さ
せ
、
人
物
が
「
い
で
き
（
突
然
現
れ
た
）」
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。「
い
で
き
・
た
り
」
で
は
、
鈴
木
（
一
九
九
五
）

の
い
う
「
た
り
」
の
メ
ノ
マ
エ
性
の
機
能
が
注
意
さ
れ
る
。
メ
ノ
マ
エ
性
と
は
、
話
し
手
が
移
動
動
作
の
到
着
地
点
に
視
点
を
置
い
て
、

移
動
主
体
の
到
着
の
局
面
を
描
く
性
質
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
高
野
本
の
叙
述
で
は
、
物
語
の
語
り
手
の
視
点
か
ら
、
あ
た
か
も
文
覚

が
目
の
前
に
突
如
現
れ
て
来
た
の
を
待
ち
受
け
る
か
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
の
で
あ
る
。
高
野
本
で
は
、
和
文
的
な
「
い
で
く
」
の
「
出

現
」
の
意
味
と
、「
た
り
」
の
メ
ノ
マ
エ
性
の
機
能
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
叙
述
に
臨
場
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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五
『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
語
│
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」「
せ
め
た
た
か
ふ
」
│

軍
記
物
語
で
あ
る
『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
に
使
用
さ
れ
る
語
が
あ
る
（
★
Ｈ
）。

を
め
き
さ
け
ぶ
（
叫
喚
）、
せ
め
た
た
か
ふ
（
攻
戦
）、
ま
ひ
を
ど
る
（
舞
躍
）、
あ
が
め
う
や
ま
ふ
（
崇
敬
）、
あ
ひ
あ
た
る
（
相

当
）、
う
ち
た
ひ
ら
ぐ
（
討
平
）、
さ
き
わ
か
つ
（
割
分
）、
あ
は
れ
み
か
な
し
む
（
憐
哀
）、
い
た
は
り
な
ぐ
さ
む
（
労
慰
）、
お
つ

ぱ
な
つ
（
追
放
）、
つ
か
れ
よ
わ
る
（
疲
弱
）、
と
ぢ
ふ
さ
ぐ
（
閉
塞
）、
に
げ
ま
ぬ
か
る
（
逃
遁
）、
ほ
ろ
び
う
す
・
ほ
ろ
ぼ
し
う
し

な
ふ
（
亡
失
）、
む
す
び
あ
つ
む
（
結
集
）

右
の
中
に
は
他
作
品
に
も
あ
る
語
を
一
部
含
む
が
、
軍
記
物
語
と
し
て
の
テ
ー
マ
・
素
材
と
し
て
戦
闘
・
軍
事
に
関
わ
る
漢
語
が
翻
読

語
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
語
が
多
い
。
例
え
ば
、「
攻
戦
」
に
も
と
づ
く
「
せ
め
た
た
か
ふ
」
や
、「
討
平
」
に
も
と
づ
く
「
う
ち
た
ひ

ら
ぐ
」
は
、
各
々
、
敵
と
戦
う
意
味
、
打
ち
倒
す
意
味
で
、
軍
記
物
語
ら
し
い
語
で
あ
る
。「
追
放
」
に
も
と
づ
く
「
お
つ
ぱ
な
つ
」、

「
逃
遁
」
に
も
と
づ
く
「
に
げ
ま
ぬ
か
る
」
も
戦
闘
に
よ
る
行
為
と
し
て
意
味
的
に
対
を
な
す
。「
滅
亡
」「
亡
失
」
等
に
も
と
づ
く
「
ほ

ろ
び
う
す
（
ほ
ろ
ぼ
し
う
し
な
ふ
）」
は
、
国
家
・
君
臣
・
寺
社
等
が
滅
ぶ
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
漢
語
で
も
よ
い
と
こ
ろ
を
和
語
で

置
き
換
え
た
も
の
で
、
意
味
的
に
も
対
応
し
て
い
る
。

一
方
、
翻
読
語
が
元
の
漢
語
と
異
な
っ
た
意
味
に
な
る
例
も
あ
る
。
拙
稿
（
二
〇
二
二
）
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
、
漢
語
（
仏
教

ユ
ギ
ヤ
ウ

あ
る

語
）
と
翻
読
語
の
意
味
が
異
な
る
例
と
し
て
、「
遊
行
ス
（
仏
教
者
の
諸
国
行
脚
）」
と
翻
読
語
「
遊
び
行
く
（
非
仏
教
者
が
あ
ち
こ
ち
動

け
つ
じ
ふ

き
回
る
）」
を
指
摘
し
た
。『
平
家
物
語
』
で
も
、
漢
語
「
結
集
」
に
元
づ
く
翻
読
語
「
む
す
び
あ
つ
む
」
が
、
元
の
仏
教
語
と
し
て
の

― ７７ ―
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「
釈
迦
の
教
え
を
編
纂
す
る
」
意
味
で
は
な
く
、「
布
地
を
編
み
集
め
る
」
意
味
に
転
換
さ
せ
た
例
を
指
摘
で
き
る
。

38

ヤ
セ
ク
ロ
ミ
タ
ル
法
師
ノ
カ
ミ
ギ
ヌ
ノ
キ
タ
ナ
キ
ガ
、
ワ
ラ
ワ
ラ
ト
ヤ
レ
タ
ル
ガ
ウ
ヘ
ニ
、
ア
サ
ノ
衣
ノ
コ
ヽ
カ
シ
コ
結
ビ
集
メ

タ
ル
ヲ
、
ワ
ヅ
カ
ニ
カ
ケ
ツ
ヽ
、
片
ヤ
ブ
レ
失
タ
ル
ヒ
ガ
サ
ヲ
キ
タ
リ
。

（
延
慶
本
第
六
末
│
三
十
四
）

39

此
尼
の
あ
り
様
を
御
覧
ず
れ
ば
、
き
ぬ
・
布
の
わ
き
も
見
え
ぬ
物
を
む
す
び
あ
つ
め
て
ぞ
着
た
り
け
る
。

（
高
野
本
潅
頂
巻
）

「
む
す
び
あ
つ
む
」
は
、
高
野
本
と
延
慶
本
に
各
１
例
が
見
え
る
が
、『
平
安
時
代
複
合
動
詞
索
引
』
な
ど
に
も
例
が
見
ら
れ
ず
、『
平

け
つ
じ
ふ

家
物
語
』
特
有
語
と
言
え
る
。
延
慶
本
や
高
野
本
の
作
者
に
と
っ
て
、
仏
教
語
「
結
集
」
は
親
し
い
語
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を

元
と
し
た
翻
読
語
「
む
す
び
あ
つ
む
」
を
用
い
、
尼
や
法
師
が
、
釈
迦
の
教
え
な
ら
ぬ
、
ぼ
ろ
布
を
編
み
集
め
た
衣
服
を
着
て
い
る
様
を

描
く
の
は
、
い
か
に
も
仏
教
者
ら
し
い
発
想
の
転
換
で
あ
り
、
洒
落
の
効
い
た
表
現
と
評
せ
よ
う
。
漢
文
訓
読
語
が
漢
文
訓
読
の
場
で
何

度
も
訓
読
さ
れ
語
形
や
意
味
が
定
着
し
て
い
っ
た
の
と
異
な
り
、
翻
読
語
は
、
自
作
の
文
章
中
で
漢
語
の
語
形
を
表
現
の
枠
組
み
と
し
て

借
り
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
作
品
中
で
臨
時
的
な
語
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
。「
あ
そ
び
あ
つ
む
」
は
、『
平
家
物
語
』
の
中
で
、
語
形

を
借
り
つ
つ
意
味
を
ず
ら
せ
て
作
ら
れ
た
掛
詞
的
な
表
現
で
、
一
回
的
な
翻
読
語
の
事
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

元
の
漢
語
と
意
味
が
異
な
る
翻
読
語
の
中
で
、
例
数
が
多
く
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
叫
喚
」
に
元
づ
く
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
で
あ
る
。

「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
、
仏
教
語
と
し
て
は
「
地
獄
の
苦
し
み
に
泣
き
叫
ぶ
」
意
味
で
あ
る
が
、
延
慶
本
で
は
「
悲
し
み
に
泣
き
叫
ぶ
」、

高
野
本
で
は
「
大
声
を
出
し
て
叫
ぶ
」
意
味
で
微
妙
に
異
な
っ
た
用
法
で
用
い
ら
れ
る
。
以
下
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
と
と
も
に
、
こ
の
語

と
共
起
し
て
用
い
ら
れ
る
「
せ
め
た
た
か
ふ
」
を
中
心
に
、
両
本
に
お
け
る
文
体
・
表
現
の
特
徴
を
述
べ
て
お
く
。

「
を
め
き
さ
け
ぶ
」「
せ
め
た
た
か
ふ
」
は
、
翻
読
語
全
体
の
中
で
も
使
用
度
数
が
上
位
の
語
で
あ
る
。
先
行
す
る
『
将
門
記
』『
陸
奥

話
記
』
に
も
対
応
す
る
漢
語
「
叫
喚
」「
攻
戦
」
が
見
え
、
軍
記
物
語
の
用
語
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体

― ７８ ―



40

遁
レ

火
出
者
驚
レ

矢
而
還
、
入
二

火
中
一

叫
喚
。

（『
将
門
記
』）

41

宗
任
、
将
二

八
百
余
騎
一

、
場
外
攻
戦
。

（『
陸
奥
話
記
』）

も
っ
と
も
例
の
多
い
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
仏
教
語
「
叫
喚
」
を
転
倒
し
て
作
ら
れ
た
複
合
動
詞
と
考
え
ら
れ
⑽
、
高
野
本
で
は
、
次

の
よ
う
に
漢
語
「
叫
喚
」
と
比
喩
的
に
関
連
付
け
た
例
も
あ
る
。

42
「
残
り
と
ど
ま
る
人
々
の
を
め
き
さ
け
び
し
声
、
叫
喚
大
叫
喚
の
ほ
の
ほ
の
底
の
罪
人
も
、
こ
れ
に
は
過
ぎ
じ
と
こ
そ
お
ぼ
え
さ

ぶ
ら
ひ
し
か
」

（
高
野
本
・
灌
頂
・
六
道
之
沙
汰
）

仏
教
語
「
叫
喚
」
は
、
地
獄
で
熱
な
ど
の
苦
し
み
に
遭
い
、
叫
び
喚
く
様
を
表
す
。
翻
読
語
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
も
、
悲
惨
な
目
に
遭

い
、
感
情
の
昂
ぶ
り
か
ら
大
声
を
出
す
意
味
で
、
基
本
義
は
通
底
す
る
面
が
あ
る
が
、
特
に
自
ら
や
他
者
の
悲
惨
な
状
況
（
死
・
離
別
・

不
遇
等
）
を
悲
嘆
す
る
意
味
で
用
い
る
。
悲
嘆
を
意
味
す
る
語
に
は
、
和
文
に
も
浸
透
し
物
語
用
語
と
な
っ
た
翻
読
語
「
な
き
か
な
し

む
」
も
あ
る
（
四
節
参
照
）。
延
慶
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
句
の
例
が
あ
り
、
両
語
の
意
味
の
近
い
こ
と
が
窺
え
る
。

43

親
ハ
子
ヲ
失
ヒ
ヲ
メ
キ
叫
、
子
ハ
親
ヲ
失
テ
泣
悲
ム
音
、
船
中
ニ
充
満
セ
リ
。

（
延
慶
本
第
六
末
│
二
十
五
）

両
語
に
は
意
味
・
用
法
の
異
な
る
点
も
あ
る
。「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
悲
嘆
す
る
意
味
に
加
え
、「
を
め
く
」「
さ
け
ぶ
」
の
語
義
か
ら
大

声
を
出
す
動
作
に
重
点
が
あ
る
が
、「
な
き
か
な
し
む
」
は
後
項
が
「
か
な
し
む
」
で
あ
る
た
め
心
理
的
意
味
に
重
点
が
あ
る
点
で
あ
る
。

延
慶
本
の
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
に
は
、
次
例
の
よ
う
に
、「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
」
を
前
接
し
、
悲
嘆
す
る
意
味
を
強
調
す
る
表
現

が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

44

僧
都
ノ
遺
言
ナ
ム
ド
細
ニ
語
リ
ケ
レ
バ
、
姫
君
天
ニ
仰
ギ
地
ニ
臥
テ
、
ヲ
メ
キ
叫
レ
ケ
ル
有
様
、
サ
コ
ソ
ハ
悲
シ
カ
リ
ケ
メ
。

（
延
慶
本
第
二
本
│
十
八
）

― ７９ ―

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体



「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
」
は
、
中
国
漢
詩
に
、
元
稹
「
仰
天
俯
地
」
や
王
維
「
俯
仰
天
地
」（
以
上
『
全
唐
詩
』
よ
り
）、
孟
鯁
「
仰

天
伏
地
」（『
谷
音
』〈
元
〉、『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
よ
り
）
等
の
類
句
が
拾
え
る
。
日
本
の
古
記
録
類
で
も
、『
中
右
記
』〈
一
〇
九
三
〉

等
〉
の
「
仰
天
伏
地
」
３
例
、『
平
安
遺
文
』（
東
寺
百
合
文
書
〈
一
〇
七
一
〉）
や
『
鎌
倉
遺
文
』（
安
芸
厳
島
神
社
文
書
〈
一
二
四

一
〉）
の
「
仰
天
臥
地
」
各
１
例
の
例
が
見
え
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
元
に
成
立
し
た
翻
読
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、「
仰
天
倒

地
」「
臥
地
仰
天
」
な
ど
の
形
を
含
め
、
中
世
以
降
の
漢
文
や
和
漢
混
淆
文
に
お
い
て
感
情
表
現
（
主
に
悲
痛
）
の
強
調
に
用
い
る
慣
用

句
と
し
て
定
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
⑾
。
延
慶
本
で
は
、
こ
の
句
を
悲
嘆
す
る
意
味
の
翻
読
語
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
と
共
起
し
て
用
い

る
。
感
情
に
伴
う
動
作
を
大
仰
に
表
す
翻
読
表
現
「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
」
は
、
大
声
を
出
し
て
悲
嘆
す
る
意
味
の
翻
読
語
「
を
め
き

さ
け
ぶ
」
と
文
体
的
に
も
意
味
的
に
も
相
性
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
の
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
、
そ
の
他
「
声
を
調
へ
て
（
声

を
揃
え
て
）」、「
ふ
し
ま
ろ
び
て
（
地
面
を
転
げ
回
っ
て
）」
な
ど
の
句
と
結
び
つ
き
、
悲
し
み
叫
ぶ
動
作
を
強
調
す
る
類
型
表
現
が
見
ら

れ
る
。

45

波
ノ
底
ヘ
ゾ
被
入
ケ
ル
。
是
ヲ
見
奉
テ
、
国
母
建
礼
門
院
ヲ
始
奉
テ
、
…
…
女
房
達
、
声
ヲ
調
テ
ヲ
メ
キ
叫
給
ケ
レ
バ
、
…
…

（
延
慶
本
第
六
本
│
十
五
）

46

…
…
那
智
ノ
浜
ニ
テ
身
ヲ
投
給
ニ
ケ
リ
』
ト
、
御
共
シ
タ
リ
ケ
ル
舎
人
武
里
ガ
申
シ
ヽ
」
ト
申
セ
バ
、
北
方
、「
サ
レ
バ
コ
ソ
奇

シ
カ
リ
ツ
ル
物
ヲ
」
ト
計
宣
テ
、
伏
マ
ロ
ビ
テ
ヲ
メ
キ
叫
給
モ
理
也
。

（
延
慶
本
第
五
末
│
二
十
七
）

古
態
を
留
め
る
と
さ
れ
る
延
慶
本
で
は
、
軍
記
物
ら
し
い
悲
惨
な
場
面
を
描
く
の
に
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
が
多
く
用
い
ら
れ
た
が
、
高

野
本
に
お
い
て
は
、
悲
嘆
す
る
意
味
の
中
心
は
平
安
時
代
か
ら
和
文
的
な
物
語
に
も
浸
透
し
て
い
た
「
な
き
か
な
し
む
」
に
取
っ
て
代
わ

る
よ
う
に
な
る
（
他
の
物
語
作
品
に
つ
い
て
は
第
二
節
を
参
照
）。
次
に
、「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
と
「
な
き
か
な
し
む
」
の
前
接
表
現
と
合

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体
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わ
さ
っ
て
作
ら
れ
る
類
型
表
現
に
つ
い
て
、
延
慶
本
と
高
野
本
の
意
味
用
法
を
ま
と
め
て
比
較
し
て
お
こ
う
。

延
慶
本
で
は
、「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
４０
例
「
な
き
か
な
し
む
」
１２
例
で
、「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
が
優
勢
で
あ
る
。「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
と

前
接
表
現
の
慣
用
化
し
た
表
現
に
は
、「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
を
め
き
さ
け
ぶ
」
４
例
、「
声
を
調
へ
て
を
め
き
さ
け
ぶ
」
５
例
「
ふ
し

ま
ろ
び
を
め
き
さ
け
ぶ
」
６
例
な
ど
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
に
共
起
す
る
類
型
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
な
き
か
な
し
む
」
で
は
「
声
を

調
へ
て
」
に
近
い
表
現
の
「
声
々
に
な
き
か
な
し
む
」
１
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
延
慶
本
の
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
、
も
と
の
「
叫

喚
」
と
意
味
が
近
く
、
泣
き
叫
ぶ
意
味
を
保
っ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

一
方
、
高
野
本
で
は
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
３０
例
、「
な
き
か
な
し
む
」
１３
例
で
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
の
方
が
多
い
が
、「
天
に
仰
ぎ
地
に

伏
し
て
」
を
用
い
る
句
は
「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
な
き
か
な
し
む
」
３
例
、「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
を
め
き
さ
け
む
」
１
例
で
、「
な

き
か
な
し
む
」
を
用
い
た
表
現
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、「
声
々
に
な
き
か
な
し
む
」
２
例
、「
声
を
調
へ
て
な
き
か
な
し
む
」

１
例
な
ど
、「
な
き
か
な
し
む
」
の
例
に
お
い
て
悲
嘆
す
る
表
現
の
類
型
化
が
強
ま
っ
て
い
る
。

47

有
王
む
な
し
き
姿
に
取
つ
き
、
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
て
泣
か
な
し
め
共
か
ひ
ぞ
な
き
。

（
高
野
本
巻
三
・
僧
都
死
去
）

48

若
君
・
姫
君
も
声
々
に
な
き
か
な
し
み
給
ひ
け
り
。

（
高
野
本
巻
十
・
藤
戸
）

高
野
本
で
も
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
苦
し
み
や
悲
嘆
の
意
味
は
薄
れ
、
単
に
大
声
で
叫
ぶ
意
味
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
２
例
は
祈
る
文
脈
の
例
で
あ
る
。
大
声
を
出
し
て
祈
る
動
作
に
感
情
の
昂
ぶ
り
は
あ
ろ
う
が
、
悲
嘆
の
意

味
は
読
み
取
れ
な
い
。

49

西
光
父
子
が
命
を
召
し
と
り
給
へ
や
」
と
、
お
め
き
さ
け
ん
で
、
呪
詛
し
け
る
こ
そ
、
聞
く
も
お
そ
ろ
し
け
れ
。

（
高
野
本
巻
二
・
一
行
阿
闍
梨
之
沙
汰
）

― ８１ ―
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50
（
地
震
の
度
）
声
々
に
念
仏
申
。
お
め
き
さ
け
ぶ
事
お
び
た
ゝ
し
。

（
高
野
本
巻
十
二
・
大
地
震
）

高
野
本
の
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
翻
読
語
「
せ
め
た
た
か
ふ
」
と
合
わ
さ
り
、「
を
め
き
さ
け
ん
で
せ
め
た
た
か

ふ
」
と
い
う
表
現
が
８
例
見
ら
れ
類
型
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
そ
の
他
「
お
め
き
さ
け
ん
で
攻
め
入
る
」
２
例
が
あ
る
）。
こ
の
表
現

は
、
延
慶
本
に
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
。「
せ
め
た
た
か
ふ
」
と
合
わ
さ
る
時
の
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
も
、
単
に
大
声
で
叫
ぶ
意
味
で
あ

る
が
、
戦
闘
場
面
を
盛
り
上
げ
る
効
果
が
あ
る
⑿
。
次
に
、「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
と
の
共
起
例
で
、
翻
読
語
「
せ
め
た
た
か
ふ
」
を
漢
語

「
攻
戦
」
を
意
識
し
て
漢
字
表
記
し
た
と
思
わ
れ
る
例
と
と
も
に
挙
げ
て
お
く
。

51

源
氏
の
兵
是
を
事
と
も
せ
ず
、
甲
の
し
こ
ろ
を
か
た
ぶ
け
、
お
め
き
さ
け
ん
で
せ
め
入
け
れ
ば
、
桜
間
の
介
、
か
な
は
じ
と
や

お
も
ひ
け
む
、
家
子
・
郎
等
に
ふ
せ
き
矢
射
さ
せ
、
我
身
は
究
竟
の
馬
を
持
ツ
た
り
け
れ
ば
う
ち
乗
ツ
て
、
希
有
に
し
て
落
に
け

り
。

（
高
野
本
巻
十
一
・
勝
浦
）

カ
ウ

52

其
勢
百
四
五
十
騎
、
一
の
橋
へ
は
せ
む
か
ひ
、
お
め
き
さ
け
ん
で
攻
戦
。

（
高
野
本
巻
十
二
・
六
代
被
斬
）

以
上
の
よ
う
に
、
延
慶
本
で
は
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」「
な
き
か
な
し
む
」
は
と
も
に
悲
嘆
に
暮
れ
る
意
味
を
持
つ
が
、
大
声
を
伴
う

「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
の
方
が
「
天
を
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
」
と
親
和
性
が
高
か
っ
た
。
高
野
本
で
は
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
単
に
大
声
で
叫

ぶ
意
味
で
戦
闘
場
面
で
使
う
類
型
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
和
文
や
和
漢
混
淆
文
に
広
く
用
い
ら
れ
た
「
な
き
か
な
し
む
」
が
悲
嘆

に
暮
れ
る
意
味
の
中
心
と
な
り
「
天
を
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
」
と
結
び
つ
い
て
類
型
表
現
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体
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六

文
体
指
標
と
し
て
の
翻
読
語

和
漢
混
淆
文
の
文
体
指
標
に
は
漢
語
や
漢
文
訓
読
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
物
語
の
主
題
的
内
容
に
即
し
て
多

く
用
い
ら
れ
る
語
彙
で
は
な
い
た
め
、
個
性
的
文
体
を
捉
え
る
の
に
は
利
用
し
に
く
い
。
こ
の
点
で
、
作
品
毎
に
用
い
る
語
に
特
徴
の
あ

る
翻
読
語
は
、
テ
キ
ス
ト
毎
の
文
体
的
な
個
性
を
も
窺
い
や
す
い
。
古
く
か
ら
物
語
に
定
着
し
た
語
も
多
い
反
面
、
作
者
の
表
現
志
向
を

反
映
し
て
独
自
に
類
型
表
現
を
作
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
文
や
和
漢
混
淆
文
の
文
体
に
つ
い
て
「
漢
」
の
影
響
面
を
把
握
す
る
指

標
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
特
に
例
数
の
多
い
動
詞
の
翻
読
語
に
着
目
す
る
の
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
従
来
の
文
体

研
究
に
欠
け
て
い
た
視
点
で
あ
る
。

漢
語
の
受
容
は
、
字
音
語
に
よ
る
他
、
訓
読
語
な
い
し
翻
読
語
の
形
で
受
容
さ
れ
る
が
、
和
語
に
よ
る
訓
読
語
・
翻
読
語
の
受
容
を
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
る
。
日
本
語
の
歴
史
で
漢
語
受
容
の
流
れ
を
俯
瞰
し
て
捉
え
る
と
、
ま
ず
宣
命
や
、

『
万
葉
集
』
な
ど
の
和
歌
や
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
物
語
の
文
章
中
で
翻
読
語
が
和
歌
・
和
文
で
定
着
し
、
や
が
て
中
世
以
降
の
文
章
の

中
で
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
く
と
い
っ
た
道
筋
を
辿
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
い
で
く
」「
い
で

き
た
る
」
が
先
行
し
て
定
着
し
、
後
に
「
出
来
す
」（「
シ
ュ
ツ
ラ
イ
す
」
さ
ら
に
「
シ
ュ
ッ
タ
イ
す
」
と
な
る
）
が
定
着
す
る
。「
お
し

は
か
る
」
か
ら
「
推
量
す
」
が
定
着
し
て
い
く
の
も
大
き
く
歴
史
的
変
遷
の
面
で
は
同
様
の
方
向
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
来
は
、
字
音
語

で
あ
る
漢
語
サ
変
動
詞
が
文
章
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
日
本
語
へ
の
漢
語
の
定
着
と
見
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
半
の
段

階
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
漢
文
訓
読
文
の
資
料
で
の
漢
語
サ
変
動
詞
と
訓
読
語
の
変
遷
な
ど
を
踏
ま
え
、

― ８３ ―

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
体



今
後
追
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

翻
読
語
は
「
和
漢
」
の
「
漢
」
の
重
要
な
一
要
素
で
あ
る
が
、
語
種
と
し
て
は
和
語
で
あ
る
た
め
、
文
学
性
を
持
つ
和
文
物
語
に
も
馴

染
み
や
す
い
。
と
り
わ
け
頻
度
の
高
い
動
詞
の
翻
読
語
は
、
和
漢
混
淆
文
の
文
学
作
品
の
内
容
や
文
体
を
作
り
出
す
重
要
な
要
素
の
一
つ

で
あ
り
、
文
体
分
析
に
お
け
る
指
標
語
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
平
家
物
語
』
の
個
性
的
文
体
の
視
点
か
ら
翻
読
語
の
運
用

方
法
を
検
討
し
、
古
態
を
留
め
る
延
慶
本
で
は
漢
文
・
変
体
漢
文
的
な
翻
読
表
現
が
混
在
し
て
い
た
が
、
高
野
本
で
は
こ
れ
ら
を
意
図
的

に
避
け
、
和
文
的
表
現
に
よ
っ
て
彫
琢
し
て
い
く
方
法
の
一
端
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。『
平
家
物
語
』
の
特
徴
的
な
翻
読
語
を
指

標
に
高
野
本
と
延
慶
本
の
文
体
比
較
を
行
う
と
、
高
野
本
で
は
「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
の
類
型
表
現
に
よ
り
、
語
り
手
が
人

物
の
心
情
に
共
感
し
て
述
べ
る
叙
述
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、
変
体
漢
文
に
多
い
「
い
で
き
た
る
」
に
よ
り
記
録
的
な
叙
述
を
と
る
延
慶

本
に
対
し
、
高
野
本
で
は
「
い
で
き
た
る
」
を
徹
底
し
て
避
け
「
い
で
く
」
と
「
た
り
」
の
意
味
・
機
能
に
よ
り
、
人
物
の
登
場
を
臨
場

感
を
も
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
、
延
慶
本
で
は
悲
嘆
す
る
意
味
で
用
い
「
な
き
か
な
し
む
」
と
類
義
的

に
用
い
て
い
た
。
高
野
本
で
は
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
は
大
音
声
を
挙
げ
て
戦
闘
す
る
武
士
の
姿
を
描
く
の
に
多
く
用
い
、「
な
き
か
な
し

む
」
は
人
物
の
悲
嘆
の
感
情
を
伝
え
る
語
と
し
て
用
い
て
、
両
語
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
れ
ら
を
大
き
く
ま
と
め
る
な
ら
、
延
慶
本
で
は
「
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
」「
い
で
き
た
る
」「
を
め
き
さ
け
ぶ
（
悲
嘆
の
意
）」

な
ど
の
翻
読
語
に
漢
文
的
・
記
録
的
文
体
の
趣
を
残
し
て
い
た
。
高
野
本
で
は
「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」「
い
で
き
・
た
り
」

「
な
き
か
な
し
む
」
な
ど
和
文
調
に
馴
染
む
語
句
や
翻
読
語
を
類
型
的
に
用
い
、
よ
り
彫
琢
を
加
え
た
品
位
あ
る
文
体
を
志
向
し
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
高
野
本
が
和
文
的
傾
向
が
強
く
延
慶
本
が
漢
文
訓
読
調
に
傾
く
と
い
っ
た
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
特
に

目
新
し
い
指
摘
と
は
言
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
新
た
な
観
点
と
し
て
翻
読
語
を
取
り
上
げ
、「
平
安
和
文
に
も
広
く
見
ら
れ
る
語
」「
和
漢

『
平
家
物
語
』
の
翻
読
語
と
個
性
的
文
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混
淆
文
に
多
く
見
ら
れ
る
語
」「『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
語
」
な
ど
い
く
つ
か
の
層
を
な
す
こ
と
を
示
し
た
。
特
に
「『
平

家
物
語
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
語
」
と
し
た
も
の
は
、
軍
記
物
語
の
表
現
に
必
要
な
語
彙
を
翻
読
語
と
し
て
多
く
導
入
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
点
で
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
語
り
手
の
批
評
語
と
し
て
類
型
化
し
た
「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ

な
り
」
や
、
戦
闘
場
面
の
類
型
表
現
で
あ
る
「
を
め
き
さ
け
び
て
せ
め
た
た
か
ふ
」
な
ど
、
高
野
本
『
平
家
物
語
』
の
重
要
語
と
言
え
る

例
が
指
摘
で
き
、
文
章
文
体
を
作
る
語
彙
と
し
て
の
翻
読
語
の
重
要
性
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
回
的
・
臨
時
的
な
語
に
お
い
て

も
、「
む
す
び
あ
つ
む
」
の
よ
う
に
作
者
の
社
会
的
位
相
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
個
性
的
な
用
法
も
見
出
せ
た
。

最
後
に
、
翻
読
語
に
よ
る
類
型
的
表
現
を
指
標
と
し
て
、
両
本
の
編
者
の
表
現
の
意
図
に
基
づ
く
個
性
的
文
体
の
差
異
を
具
体
的
に
述

べ
て
お
こ
う
。
高
野
本
が
変
体
漢
文
用
語
「
い
で
き
た
る
」
を
回
避
す
る
点
は
、
和
文
化
を
志
向
し
た
表
現
と
い
う
よ
り
、
文
学
的
表
現

に
徹
し
従
来
の
テ
キ
ス
ト
と
一
線
を
画
そ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高
野
本
の
「
お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な

り
」
は
、
漢
語
に
よ
る
表
現
が
語
り
の
詞
章
に
情
感
を
込
め
る
に
は
不
向
き
な
面
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
の
表
現
で
あ
ろ
う
。「（
悲
し

さ
）
お
し
は
か
ら
れ
て
無
慚
な
り
」
の
よ
う
な
心
情
の
直
接
的
表
現
と
漢
語
と
の
組
み
合
わ
せ
を
避
け
、「（
心
の
中
）
お
し
は
か
ら
れ
て

あ
は
れ
な
り
」
と
い
う
和
語
同
士
の
結
び
つ
い
た
朧
化
表
現
に
よ
っ
て
、
聞
き
手
に
人
物
の
心
情
を
想
像
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え

よ
う
。
ま
た
、「
叫
喚
、
攻
戦
」
の
よ
う
な
漢
語
表
現
の
組
み
合
わ
せ
に
基
づ
く
翻
読
表
現
「
を
め
き
さ
け
び
て
、
せ
め
た
た
か
ふ
」
は
、

戦
闘
場
面
の
慣
用
表
現
と
な
り
、
武
士
達
が
大
音
声
を
上
げ
て
敵
と
戦
闘
す
る
様
を
リ
ア
ル
に
映
し
出
し
、
か
つ
、
リ
ズ
ム
よ
く
声
に
出

し
て
語
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
を
漢
語
の
原
義
か
ら
ず
ら
せ
て
用
い
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
理
解
は
あ
る
い
は
表
面
的
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
。
高
野
本
の
作
者
が
「
を
め
き
さ
け
ぶ
」
の
も
と
に
な
る
「
叫
喚
」
の

原
義
「〈
地
獄
な
ど
〉
悲
惨
な
状
況
で
泣
き
喚
く
」
を
も
意
識
し
て
使
用
し
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
高
野
本
が
そ
の
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よ
う
な
原
義
も
意
識
し
な
が
ら
「
大
声
を
出
す
」
意
味
に
用
い
て
い
た
の
な
ら
ば
、
死
を
覚
悟
し
て
戦
闘
す
る
武
士
の
悲
壮
な
心
情
を
滲

ま
せ
た
表
現
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
野
本
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
、
翻
読
語
を
組
み
合
わ
せ
た
類
型
表
現
を
生
み
出
し
、
物

語
内
容
を
律
動
的
で
文
学
的
な
表
現
で
語
り
、
聞
き
手
に
場
面
や
人
物
の
心
情
を
よ
り
実
感
的
に
伝
え
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注⑴

拙
稿
（
一
九
八
九
）（
二
〇
一
八
）（
二
〇
一
九
）（
二
〇
二
〇
ａ
）（
二
〇
二
〇
ｂ
）（
二
〇
二
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑵
『
平
家
物
語
』
に
多
い
「
お
し
は
か
る
」
は
『
源
氏
物
語
』
で
９４
例
も
の
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
、「
あ
そ
び
た
は
ぶ
る
」「
う
ば
ひ
と

る
・
ば
ひ
と
る
」「
の
こ
り
と
ど
ま
る
」
な
ど
、『
源
氏
物
語
』
と
『
平
家
物
語
』
等
の
和
漢
混
淆
文
の
作
品
と
で
、
共
通
し
て
多
く
見
ら
れ
る
語

が
あ
る
が
、
と
も
に
漢
詩
・
漢
文
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
は
翻
読
語
を
用
い
や
す
い
点
で
和
漢
混
淆
文
に
近
い
性
質
を
持

つ
の
で
あ
る
（
拙
稿
二
〇
二
〇
ａ
を
参
照
）。
ま
た
、『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
彙
表
』
で
『
平
家
物
語
』
の
他
に
『
万
葉
集
』
に
の
み
見
え
る

「
あ
き
た
る
（
飽
足
）」
も
漢
詩
・
漢
文
の
影
響
で
用
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
拙
稿
二
〇
二
〇
ｂ
を
参
照
）。

⑶
『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
よ
る
と
、「
オ
シ
ハ
カ
ル
」
は
「
推
」
９
例
、「
忖
」
３
例
の
付
訓
例
が
見
ら
れ
る
。
最
古
は
九
〇
〇
年
頃
。

⑷

こ
れ
ら
４
語
は
「
オ
シ
ハ
カ
ル
」
の
訓
読
が
可
能
で
あ
る
。「
推
度
」「
推
断
」
の
「
度
」「
断
」
は
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
ハ
カ
ル
」

の
訓
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
推
測
」「
推
度
」「
推
断
」「
忖
度
」「
推
察
」
で
中
国
漢
文
の
例
を
挙
げ
る
。

⑸
「
推
量
」
は
日
本
漢
文
に
例
が
多
い
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
例
示
が
な
く
、『
漢
語
大
詞
典
』『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
で
は
立
項
自
体
が
な
い
。

「
推
量
」
は
、
唐
代
以
降
用
い
ら
れ
た
が
例
数
は
少
な
く
、
一
般
に
は
「
推
測
」
が
多
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑹
「
オ
シ
ハ
カ
ル
」
を
「
推
量
」
で
表
記
し
た
例
は
、『
今
昔
物
語
集
』『
打
聞
集
』
に
も
各
１
例
が
見
え
る
。『
打
聞
集
』
は
総
数
で
１
例
だ
が
「
推

量
」
で
書
く
の
は
漢
文
志
向
の
表
記
を
と
る
同
書
の
性
格
に
よ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
巻
三
ノ
十
四
の
例
を
除
い
て
他
は
全
て
延
慶
本
と
同

じ
「
押
量
」
の
用
字
で
表
記
し
て
い
る
。

⑺

古
文
書
類
の
漢
語
「
推
量
」
の
例
は
「
加
点
者
、
以
推
量
加
之
了
」（「
石
清
水
文
書
」
寛
喜
三
年
〈
一
二
三
一
〉）
の
よ
う
に
概
ね
、
あ
る
事
情
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の
推
量
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
平
家
物
語
』
の
例
は
、
す
べ
て
他
の
人
の
心
の
推
量
で
、
用
法
に
偏
り
が
あ
る
。

⑻
「
い
で
き
た
る
」
の
仮
名
書
き
例
は
『
三
宝
絵
』『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
見
え
、『
三
宝
絵
』
４
例
中
２
例
が
「
到
来
」、『
法
華
百
座
聞
書
抄
』

６
例
中
４
例
が
「
到
来
」
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
出
来
ス
」
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
で
「
到
来
」
１
例
、
土
井
本
『
太
平
記
』
で

は
４
例
中
「
到
来
」
２
例
が
見
ら
れ
る
。「
い
で
き
た
る
」「
出
来
す
」
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
到
来
」
の
例
は
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
和
漢

混
淆
文
に
お
い
て
も
「
到
来
」
用
法
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

⑼

屋
代
本
で
は
「
去
程
ニ
、
義
王
取
居
ヘ
ラ
レ
テ
三
年
ト
申
ニ
、
又
白
拍
子
ノ
上
手
一
人
出
来
ル
。」（
抜
書
・
祇
王
）「
打
続
キ
宮
ア
マ
タ
出
来
ラ

セ
給
ケ
リ
。」（
巻
八
・
山
門
御
行
）
な
ど
の
例
を
含
め
「
い
で
き
た
る
」
は
９
例
が
見
ら
れ
る
。

⑽

連
文
は
同
義
的
結
合
で
あ
る
た
め
、
転
倒
形
も
少
数
な
が
ら
あ
り
得
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
で
「
喚
叫
」
は
「
叫
喚
」
と
同
じ
と
し
て
例
を
挙
げ

な
い
が
、『
百
練
抄
』（
鎌
倉
後
期
）
の
正
暦
三
年
（
九
九
一
）
記
事
に
「
喚
叫
之
声
」
と
あ
る
の
が
、
音
読
み
な
ら
転
倒
形
に
相
当
す
る
。「
な

き
か
な
し
む
」
で
も
『
日
本
書
紀
』
に
「
悲
泣
」
の
転
倒
形
の
「
泣
悲
」
が
あ
る
（
拙
稿
二
〇
二
二
）。

⑾
『
中
右
記
』
の
「
仰
天
伏
地
」
は
「
欣
」「
歎
」「
訴
」
な
ど
多
様
な
表
現
に
係
り
、
悲
嘆
に
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
は
中
国
の
例
に
通
じ
る
性
質
で

あ
る
。

（
一
九
九
九
）
は
、
中
世
の
「
仰
天
伏
地
」
で
は
慣
用
化
が
進
む
と
と
も
に
具
体
的
動
作
性
を
失
い
、「
悲
痛
・
歎
息
」
な
ど
の
感
情

表
現
の
程
度
の
甚
だ
し
さ
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。

⑿

土
井
本
『
太
平
記
』
で
も
「
を
め
き
さ
け
び
て
せ
め
た
た
か
ふ
」
４
例
、「
を
め
き
さ
け
び
て
た
た
か
ふ
」
４
例
、「
を
め
き
さ
け
び
て
せ
む
」
１

例
な
ど
、
軍
記
物
語
の
慣
用
句
と
な
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

鈴
木
泰
（
一
九
九
五
）「
メ
ノ
マ
エ
性
と
視
点
（
１
）
│
移
動
動
詞
の
〜
タ
リ
・
リ
形
と
〜
ツ
形
、
〜
ヌ
形
の
ち
が
い
│
」（『
国
語
学
論
集

築
島
裕
博

士
古
稀
記
念
』
汲
古
書
院
）

竹
民
（
一
九
九
九
）「「
仰
天
」
の
よ
み
と
意
味
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
二
二

武
蔵
野
書
院
）

拙
稿
（
一
九
八
九
）「
続
紀
宣
命
の
複
合
動
詞
│
漢
語
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
│
」（『
国
文
学
論
叢
』
三
四
）

（
二
〇
一
八
）「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
連
文
の
翻
読
語
│
「
春
さ
り
く
れ
ば
」「
春
さ
れ
ば
」
の
解
釈
に
お
よ
ぶ
│
」（『
人
文
学
』
二
〇
二
）

（
二
〇
一
九
）「『
源
氏
物
語
』
の
翻
読
語
と
文
体
│
連
文
に
よ
る
複
合
動
詞
を
通
し
て
│
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
９１
号
）
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（
二
〇
二
〇
ａ
）「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
と
翻
読
語
│
「
い
よ
い
よ
」「
悲
し
ぶ
」「
愁
ふ
」「
推
し
量
る
」
│
」（『
同
志
社
国
文

学
』
第
９２
号
）

（
二
〇
二
〇
ｂ
）「
連
文
に
よ
る
翻
読
語
の
文
体
的
価
値
│
「
見
れ
ど
飽
か
ず
（
飽
き
足
ら
ず
）」
の
成
立
と
展
開
│
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

三
十
九

和
泉
書
院
）

（
二
〇
二
二
）「『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
翻
読
語
と
文
体
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
四
二

和
泉
書
院
）

資
料

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
用
例
検
索
・
引
用
は
『
延
慶
本
平
家
物
語

索
引
篇
上
・
下
』（
勉
誠
出
版
）『
延
慶
本
平
家
物
語

本
文
編
上
・
下
』、
高

野
本
『
平
家
物
語
』
は
『
平
家
物
語
〈
高
野
本
〉
語
彙
用
例
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
）
で
検
索
し
、
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
用
い
た
。

高
野
本
の
検
索
に
は
「
中
納
言

日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
も
使
用
し
て
い
る
。『
将
門
記
』『
陸
奥
話
記
』
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

（
小
学
館
）
を
利
用
し
た
。
そ
の
他
、『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』（
笠
間
書
院
）『
法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
）、『
土
井
本
太
平

記

本
文
及
び
語
彙
索
引
』（
勉
誠
社
）、『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
彙
表
』（
笠
間
書
院
）、『
平
安
時
代
複
合
動
詞
索
引
』（
清
文
堂
）、『
訓
点
語

彙
集
成
』（
汲
古
書
院
）、
古
記
録
・
古
文
書
・『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』
に
つ
い
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
六
国
史
』『
国

史
大
系
』『
全
唐
詩
』『
全
唐
文
』『
四
部
備
要
』（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
迪
志
文
化
出
版
）
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
版
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（SA

T
2018

）
に
よ
り
検
索
し
た
。
古
辞
書
は
『
古
本
節
用
集
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
）、

『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
風
間
書
房
）、『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
）
を
利
用
し
た
。
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